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和歌山県教育オーディオロジー研究協議会 
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令和７年度和歌山県教育オーディオロジー研究協議会研修会について 

 

 

 

 

厳寒の候、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

令和７年度和歌山県教育オーディオロジー研究協議会研修会において、2 月 13 日（金）に行う研修会

についてご連絡いたします。 

参加申込みは下記のＱＲコード、またはメールにてお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県立和歌山ろう学校 

担当：センターゆうかり  中村 千惠子 

Tel：073-424-3276 Fax：073-424-0310 

Mail: warou.tyono@wakayama-sd.wakayama-c.ed.jp 
申込みフォーム 



２０２６年
2.13(金)

15:00～17:00

聴覚活用と
自己理解について

～事例を通して考える～

場所：和歌山ろう学校 視覚室
参加方法：来校のみ

聴覚活用の基礎的な内容を含め、児童生徒の事例を通し
て、自己理解へのアプローチ方法についてお話をしてくだ
さいます。

=講師紹介=

・相模女子大学子ども教育学科特任准教授
・言語聴覚士・公認心理師
・元横浜公立中学校・特別支援学校、
東海学院大学 勤務

・聴覚障害学、インクルーシブ教育と保護者
支援等を専門とし、日本教育オーディオロ
ジー研究会理事も務められています。

講師
松森久美子先生

＝内容＝

主催団体:和歌山県教育オーディオロジー研究協議会

研修案内

紹介文、写真
本人に要確認

松森久美子先生は、相模女子大学学芸部子ども教育学科
の特任准教授であり、緑ヶ丘女子高等学校の授業でも特
別授業を行っています。彼女は、子どもの発達や言語発
達に関する講義を行い、保育者としての関わり方や環境
の重要性について多くの学生に教えています。また、聴
覚の衰えと認知症の予防策に関する講座も行っており、
言語聴覚士としての専門性を発揮しています。

聴覚障害の生理・病理学、インクルーシブ教育と保護者
支援、言語発達障害学等を専門としている

聴覚における生理学的要因と閾値の変 動、言語発達障害
児の支援、保護者支援をテーマに研究をされており、
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